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社
會
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史
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的
文
献
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龎
す
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で
わ
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立
論
の
堂
々
、
論
理
の
明
澈
、
批
評
の
剴
切
_
利
火
ろ
流
：心
に
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肢
の
肘
影
^
蹓
如
れ
.ら
し
む
る
も
の
が
わ
る
。
乍
去
昔
む
ら
く
は
譯 

荇
の
贫
し
含
語
學
カ
の
た
め
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拟
齊
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高
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打
る
氣
品
4-
傅
え
#
ざ 

り
し
填
で
わ
る
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談
譯
*
誤
字
等
、恐
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く
貧
し
务
譯
禮
の
兔
か
れ
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ら
ぅ
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願
く
ば
穴
方
讀
潘
の
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教
示
を
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つ
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る
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し
て
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說
，の
影
響
を
蒙
け
な
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も
の
は
な
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ば
彼
等
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談
者
に
侬
：つ
て
科
皐
的
社
會
主
義
の
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を
以
て
呼
ば
れ
て
ゐ
る
ス
姊
に
諸
君
^
多
の
人
々
に
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ち
れ
て
居
h
且
知
ら
れ
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打
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.あ
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想
ょ
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學
へ
の
社
#
主
義
の
進
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本
番
は
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^
等
し
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著
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デ
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ー
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シ
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氏
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で
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に
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史
觀
ビ
資
本
主
義
經
濟
に
於
け
る
餘
剩 

價
値
の
隠
露
€
に
依
つ
て
社
會
主
義
は
科
學
ど
な
つ
た

の
.で
^
る』

：S
。
こ
は
マ
：ル
.グ
メ
0
社
會
主
義
に
：『

科

:
.
.
,
.
:

.

.
:
' 

-
- 

.
:
.

.

•
• .

.

.

.— 
' 

•
• 

•
:

.學
的』

な
；る
名
稱
が
與
へ
.ら
，れ
穴
®
も
著
名
f

章
句 

で
は

'
あ
る
が
、
最
初
の
罾
お
で
は

な

い

。

こ

れ
以
外
に 

此
名
稱
が
用
a
ら
れ
た
論
文
は
寧
み
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
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す
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す
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ド
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し
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い

ど

は

言.
.

へ

な

：い
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斯
く
觀
じ

來

る
時
は
、
十
九
世
紀 

の
社
#
主
|1
者
は
總
じ
て
、
何
等
か
の
方
法
に
於
い
て 

自
家
の
學
說
の『

科
學』

た
る

の
權

利

を
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し
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_1
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ふ
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敢
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ま
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見
し
た
所
で
は
"
此
の
符
合
は
動
も
す
れ
ば
五
口
人 

の
疑
惑
を
把
く
媒
が
ぁ
る
:0
併
乍
此
罾
の
諸
學
M
の
間 

に
は
>
 
そ
S

察
及
び
推
理
方
は
に
於
い
て
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だ
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る
楚
違
の
存
す
る
事
は
吾
々
0
知
れ
る
所
で
ぁ
る
°

ス 

リ
チ
！
主
義
者
に
對
す
る
ブ
ル
ド》

の
論
雛
攻
擊
が
如 

何
に
辛
辣
を
極
め
、

マ
ル
ク
ス
の
批
判
の
^
が
此
ヅ
ル

る
が
併
し
當
時
可
成
の
-聲
名
を
馳
せ
"
且
つ
學
識
を
有 

し
た
る
佛
蘭
西
の
一
社
#
主

義

者

P
S
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s
u
s
s
e

は 

『

空
想
主
義』

を
以
て
マ
ル
タ
？！
を
實
め
、
彼
に
、
最
後 

の
偉
大
な
る
空
想
虫
義
者
な
る
純
名
を
與
ぇ
‘て
ゐ
も
。 

斯
の
如
く
均
し
く
皆
科
學
な
る
名
®
を
求
め
て
ゐ
る
社 

#
主
義
者
の
間
に
火
な
る
見
解
の
相
速
が
存
在
し
、
而 

も
之
等
の
相
違
が
事
實
上
取
に
外
見
上
成
は
一
時
的
適 

用
に
就
い
て
の
み
な
ら
ず
亦
：多
ぐ
の
f

學
說
の
根
底 

に
及
ぶ
も
の
3
す
れ
ば
|

.

$人
は
勢
CA
、
之
等
の
社 

會
主
義
者
の
主
張
は
、
必
ず
し
も
皆
が
；止
しs

も
の
て 

は
な
く
、
又
彼
等
の
何
人
も
自
己
の
社
會
主
義
を
科
學 

的
な
b
 V」

稱
す
る
#
利
を
有
す
る
も
の
で
は
な
.いV」

言

:

ド
ン
：を
如
何
に
强
く
肇
ち
し
.事
ょ
！
而
も
マ
ル
ク
ス
自.

1

ふ
事
に
想
ひ
到
り
は
し
な
い
で
あ
ら
ぅ
か
？

.翁
も
亦
&

彼
が
他
に
凿
し
て
^
し
^

^
同
樣
の
批
雛
斯
く
て
菩
人
が
今
之
等
社
會
主
義
め
體
系
並
に
理
論 

-

空
想
思
形
而
上
的
槪
念
0.
遊
戯
-
—
を
.社

會

主

義

に

關

す

る

锇

論

を

业

め

て

、
今
日
之
等
諸
學
說
.中
の
勝 

;M
批
判
家
か
ら
聚
0
た
0
最
近
の
社
#
主
義
的
マ
ル
^

利
漭
た
る
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
學
說
の
み
を
窺
ふ
揚
合
に 

ス
坩
轨
家
は
沾
く
置
く
も
ノ
今
.日
鸵
に
岛
れ
ら
^
-でt

o
.

於
い
て
.す
ら
.
.も
吾
ん
I
.消
.
.
-も
す
f 5W

此
.

有
す
る
人
々
を
も
當
惑
せ
し
む
る
諸
離
！2
遽
着
す
る
0

.

フ
リ
I
ド
タ
ッ
ヒ
，

エ
.ン
ゲ
ル
ス
ヵ
11
#
主
.義
0
科 

摩
性
を
ニ
僴
の
理
論
的
見
地
ょ
卜
演
釋
し
、
.;
そ
の
.：一
つ 

が
餘
剩
價
値
說
^
る
こ
ぞ
は
吾
人
の
旣
に
述
ベ
た
所
で 

ぁ
る
。

上
ン
ゲ
ル
ス
謂
良
ら
く『

支
織
は
れ
ざ
る
勞
働 

の
^
:*
が
資
本
主
義
的
生
產
方
法
及
び
：之
に
侬
づ
て
行 

は
：'る
る
勞
働
者
搾
取
の
根
本
的
形
旗
て
ぁ
る
：。
資
本
家 

は
彼
が
勞
働
者
の
勞
働
力
を
市
場
に
於
い
x
、
，M
"un
ど 

し

て
價
値
全
如
を
以
て
購
贸
す
る
場
合
に
於
い
て
も
尙 

之
に
■
し
て
文
#
^
た
る
も
の
以
上
の
價
他
を
此
の
勢 

働
力
ょ
6
杣
出
す
る
。
此
餘
剩
«
値
乙
そ
は
"
究
局
に 

於
い
て
、
之
^
侬
b
不
斷
に
增
加
す
る
：資
本
量
が
所
有 

階
級
の
掌
中
r
於
い
て
絕
ぇ
t
蒂
積
3
れ
る
所
の
"
價 

値
總
额
を
形
成
す
る
。
か
く
て
資
本
主
義
的
生
產
並
に 

資
本
の
注
產
の
過
程
は
說
明
さ
れ
た』

是
に
於
い
て
か
、
吾
人
は
動„

も
す
れ
ば
社
龠
主
義 

の
必
然
性
は
餘
剩
僧
値
の
_
實
か
ら
演
釋
さ
る
可
き
も

の
で
办
る
が
故
に
，
此
餘
剩
僧
値
の
科
學
的
證
阱VJV 

社
會
主
義
ミ
の
間
に
は
、
密
接
な
內
而
的
交
涉
が
當
に 

存
在
す
可
き
で
あ
るW

早
斷
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
乍 

併
吾
人
は
此
推
定
^
相
矛
盾
す
る
幾
多
の
章
句
を
、

マ 

ル
ク
ス
及
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
見
出
ず
こ
芒
が
出
來
る
。
 

を
の
最
も
顯
著
な
る
言
.明
は
工
シ
ゲ
ル
ス
が
一
八
八
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年『

哲
學
の
貧
困』

の
獨
逸
版
に
も
の
し
た
序
文
中
に
之 

を
發
見
す
る
こ
e
が
出
來
る
。
其
所
で
エ
ン
ゲ
ル
ス 

は
社
會
中
；義
は
餘
剩
價
値
の
事
賞
ょ
り
科
學
的
に
演
繹 

さ
れ
る
も
の
^
な
す
見
解
に
斷
乎VJ

し
て
反
對
し
て
ゐ 

る
く
彼
は
マ
ル
ク
ス
の
言
明
を
指
示
し
な
後
次
の
機
に 

說
.明
し
て
ゐ
る
。『

此
應
用
は
、
經
濟
縢
上
、
形
式
上
謬 

，つ
て
ゐ
.る
。
蓋
し
そ
は
班
に
經
濟
に
對
す
る
道
_

の
一 

適
用
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ソ
經
濟
學 

の
法
則
に
從
へ
ば
生
產
物
の
大
部
分
は
そ
れ
を
造
つ
た 

勞
働
者
に
®
屬
し
な
い
"
そ
こ
で
そ
れ
は
不
當
で
あ
る 

當
さ
に
然
る
可
か
ら
ざ
る
乙
ぞ
で
ぁ
る
皮
云
へ
ば
、
そ
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當̂

6

經
濟VJ

は
全

く

關
係
の
な
い
事
で
あ
るo 

:
:
:
:■
吾
々
は
此
の
經
濟
的
事
實
が
:»
々
の
，道
念
ど
0

觸

す

る

X言
ふ

に

過

ぎ

ぬ

。

さ

れ

ば

マ

.ル

ク

ス

は

未

だ

曾

て

其
 

の

共

藤

虫

義

的

要

求

の

根

據

を

此

に

求

め

な

い

で

、

諍 

人

の

目

前

に

於

い

て

！！：々

完

了

に

近

づ

き

つ

、

あ

る

資

一
 

本

的

生

齑

方

法

の

必

然

；

g

崩

壤

に

之

を

求

め

た

の

で

あ

.

る

彼

れ

は

j

侦
の
^
純
な
る
«
實
マ」
し
て
餘
剩
«[
®

は
支
S
は
れ
ざ
る
勞
働
:5
?
:以
て
成
る
ど
言
つ
た
に
'1
ぎ 

ぬ
の
で
あ
る
'

』

芒

.0
“

;
;

■

:
:::
其

趣

士 

を
全
ぐ
興
に
し
て
ゐ
る
。
即
ち
饋
者
は
興
所
に
、
，不
可
：
7 

你

な

，る

論

珊

的

矛

盾

の

存

す

る

も

の

で

あ

る

^
の
.印

象

j 

を
受
け
る
：の
で
あ
る
。
如
ち
曩
に
は
餘
剩
慨
値
は
社
會( 

*•
_

の
科
學
的
®
礎

のj

な
り
^
せ

.'
?
>
れ
、
而
も
工
.
ン 

;:
:
ゲ
ル
.ス
0
記
す
所
に
摅
れ
ば
前
記
著
作
は
之
を
印
刷
に 

:

附
す
る
に
先
つ
て
マ
ル
ク
ス
に
示
し
彼
ど
充
分
議
論
し 

富
は
ば
、
^
赞
同
を
.得
た
も
同
«
の
も
の
で
あ
る
。
然

&
 

-
r 
ぃ 

ね；；̂,̂
:s
：—

ね
.
G

Vv-
fd
h
l
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^
K 
和 

_
u=
段 

Z
I
^
S
K

る
に
今
、
這
個
の
餘
剩
憤
値
說
W

K
會
生
義
の
た
め
に 

は
證
明
能
力
の
無
い
も
の
S
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
«

は 

上
記
ニ
間
題
中
の一

問
題
に
關
し
て
吾
人
か
ら
脚
下
の 

土

^

奪
ひ
去
る
も
の
の
如
く
に
考
へ
ら
1

る
。

/

其
處
て
最
俊
の
引
用
意
句
に
對
す
る
ユ
ン
ゲ
ル
ス
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明
の
當
否
如
何
を
ー
^

ふ

人

が

|)
る
か
も
知
れ
.な
い
3

尤

もH

ン
ゲ
ル
ス
及
び
マ
ル
ク
ス
の
见
者
方
法
に
ぶ
け

る

ょ
6
大
い
な
る

相
違

を
確
定
せ
ん
ど
す
る

試
み
が
i
 

い
て
も
な

力

之

等

の

乳

は

余

の

觀

る

*
所

に

據

れ
 

.
t
:は
多
く
は
失
敗
に
終
つ

て

ゐ
..る
か
.左
も
な
く
^
非
/ &
. 

な
誇

張

に
失
し
て
ゐ
る
。
勿

論

、

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
全
然 

忠
實
な
マ
ル
ク
ス
の
解
說
者
で
な
か
つ
た
^
见

は

れ

る
 

方
面
も
無
い
で
は
な
い
0
乍
併
此
事
は
現
在
の
場

合

に
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就
て
は
當
つ
て
ゐ
な
い
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ル
ク
ス
自
#
の
各
;1
|
の
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言
を
綜
合
し
て
觀

る
ヾ

」

、
結
屈
兩
者
の
見
解
の
全
く
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で
あ
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を
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れ
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吾
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資
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も

«;
#-
屋

潔
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俗
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•

中
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も
、
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つ
エ 

次
の
樣
な
事
實
を
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め
る 
> 
即
t

『

勞
働
ヵ——

賃

激

ン
ゲ
ゲ
ス
.の
塞
眷
並
に
被
及
び
マ
ル
ク
ス
の
充
分
赞
同 

勞
働
者
の

I

.
の
^
用
：
に
依
つ
；
て

日

；々

^

«
さ

れ

る

偵を
.份

れ
著
作

中

に

も

、
，餘

剩

價

徹
の
：事

實

が

尙

篇

C 

M
が
勞
.働
者
自
身
の
白
々G

偾
値
の
：ニ

嵌

であ
る
ビ
言\

し
て
社
會
主
藐
の
決
定
的
議
論

ご
し
て
論
せ
ら
れ
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辦
狀
は
、
»
買
者
れ
る
資
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に
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つ
て
は
特
殊
の
一
ポ
，ff
e』

に
於
い
て
も
餘
剩
價
値
は
^
败
な
り
ぞ
稱
せ
ら 

幸
運
で
.あ
る
.、ど
典
^
販
賣
者
た
る
勞
働
考
に
對
し
て
レ\

れ
て
ゐ
6

°——

搾
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、
；
；
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決
し
て
不
l
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へ
な
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ス
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に
關
I

所
に
'於
い
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、
l

l

l

f
受
く 

タ
綱
領
草
案
枇
評
書
简』

中
に
は
次
め
様
な
意
味
の
辦\

可
き
利
用
の
截
で
あ
ト
、——

描
奪
i

ra
ふ
語
e
の
言 

が
書
いV

あ
る
、，即
ち『

そ
：れ
は
I

今
日
.行
は
.れ

て

ゐj

語
上
：の
關
係
：が
此
を
指
示
し
て
ゐ
る
通
り
I

假
而
し 

る
勞
働
生
產
物
の
分
配
は
今
日
の
生
產
由
法
に
遨
く
唯
‘|

た
盜
掠
で
あ

る
：
。か
く
て
資
#
豸
は
；之
を
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な
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忭
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働
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の
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な
る
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產
主
義
社
會
以
外
の
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會
肜
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に
於」

賊
で
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あ
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し
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現
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い
て
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凡
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勞
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酬
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勞
働
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：

-
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實
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述
エ
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萏
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す
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ぞ
言
N
夺
事
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て
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何
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,
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に
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し
て
杳
-
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針
を
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え
る
も
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は

^
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ル
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の
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明
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^
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^
の
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鼠
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ゲ
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あ
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も
肩
ほ
世
界
史
的
に
見
れ
ば
必
ず
し
も
S

K

S
チ

は

？

，
S

他S
'

經
濟
的
事
實
に
之
を
求
め
な
け
れ 

u

r
へ
な
V

大
集
の
翁
^
的
^
識
’が
^
嘗
て
奴
隸
制
ば
な
ら
ぬ
。
今
此
事
に
間
違
無
ぐ
ば
含
觀
る
所
に
據 

或
は
賦
役
の
不
疋
？

し
*
濟
的
事
實
を
說
明
す
る
€
 

.
れ
ば
、
':社
會
主
義
は
餘
剩
價
値
の
發
見
ビ
共
に
科
學
ご 

讥
に
そ
は
又
、
此
の
經
濟
的
事
貴
が
旣
に
陳
腐
の
も
の
な
つ
た
S

主
張
は
當
證
跌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

^

 

K

V之
に
代
つ
て
，他
め
經
濟
的
事
實
が
現
は
れ
る|

事
に
な
る
。
彼
等
の
業
績
其
者
が
假
令
科
學
的
に
.福

 

に
§

f

保
持
す
S

I

る
S

つ
I

f

物

芑

も

の

I

?

も
、
旦
s

l

k
、
客

な

S: 

泛
る
も
の
で
ぁ
る
，
力
く
の
勿
く
形
式
的
&
濟
的
不
正 1

.

一'
も
の
ち
ぁ
つ
て
も
，
前
述
の
說
明
か
ら
觀
察
す
る
せ
、
：
 

ぞ
丨
も
S

.
て
眞
A
な
る
經
濟
的
狗
容
が
游
在
し
r
l
t個
の
.齡
剩
愰
値
霞
社
會
主
義
に
對
す
る
一
切
の
科

て

？

のI

る』

气

い

I

學
的
磨
力
を
喪
つ
た
も
の
で
I

s

ふ
事
が
出
來 

,
,卯
ち
I

の
I

主
義
的
變
革
の
必
然
性
I

す
る
：る？令

■

极

督

I

個
の
S

そ
S

S

?て
"
：

餘

~

f

奴
隸
勞
働 

I

f

養
す
る
大
衆
の
憤
激
I

る
，レ
さ
れ
、
此
の
. 
一
I

t

於
い
て
、
奴
隸
が
I

の
醫
す
る
以
上
の 

餘
S

値
を
以
S

取
な
|

»
倣
す
事
が
，
旣
存
社|

も
I

生
摩
す
る
J

覚

が

、
奴
隸
f

そ
の
S

。

會
秩
S

保
持
す
可
か
I

I

S
證
4

ら
れ
，

W

す
る
社
會
秩
序
に
對
.す
る
科
學
的
反
證
で
は
I

.つ

晚
称
狀
態
.の
旣
に
保
持
す
可
か
ら
ざ
な
に
到
.
^
U事

の

た

ミ

同

樣

で

：ぁ
厶
。
ベ
' 

'
;
'
:
:
,

指
示
器
I

れ
2

る
。
：乍
去
此
木
保
持
性
の
原
因
從
:

因

に

謂

，
へ

ぱ

卜

餘

響

猶

の

確

蕾

關

連

し

.て

、

マ 

餘

乘

價

値©
有
0,
事
實
に
求
め
ら
れ
る
可
家
，も
_
0
,1?
-

ル
ク
ス
の
場
合
に
置
な
る
字
句
を
用
ふ
る
こ
ド
-は
k

な
.ゐ

誤
_
で
*
る
マ

」

®

aれ
ゐ
.

4
:

餘

剩
«
値
;0
事

實

は
 

'め
な
；
い
で
、

寧

ろ

英

燠

學

派

，
の

.限

界

：«

値

說

に

左

糾

す 

マ

ル

ク

ス

以

前
S

に
t

れ事黑般に

f

名

紙

著

義

懘

遼̂

は
g

の

事

？

あ 

ら

れ

て

ゐ

る

。
餘

剩

價

値

，の
問

®
が
、勞
働
者
は
旣
成
生
る
.0
■而
も
此
れ
あ
る
に
拘
ら
す"

是
等
の
nr
h
會
主
義
^

:
 

!
 

•
‘

：
.
.
.
.
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、
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.

.
 

•
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.

.

產

物

の

：市

場

價

値
^
原
料
-
—

生
產
要
具
の
損
料
を
も
は
今
扫
勞
働
者
が
撥
取
さ
れ
、
|且
0
餘
剩
勞
働
給
付
の 

含

む

の

價

格

せ

の

全

差

類

令

«
銀
ど
.し

て

变

取j

业
む
な
.
&事
實
.を

認

め

て

：ゐ

る

"
::
唯

だ

彼

等

は

此

の

祺 

ら
な
い
と
言
ふ
亭
實
の
確
定
に
：關
す
る
限
り
、
此

の

事

實

を

、：::
他
の
、
.：彼
等
.の
見
解
に
從
へ
ば
、
非
形
而
上
學

. 

} 

.

.

.

.

. 

. 

.

. 

I .
.
.
.
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• 

»
>
• 

..

實
の
發
見
は
何
等
特
殊
の
功
®
で
あ
名
も
の
€
は
怼
は
一
的
方
法
に
依
つ
て
論
證
せ
ん
：ぞ
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

れ
な
い
o
:餘

剩

價

値

に

關

す

る

ク

：ス
:0
功
'«
は
:®
一
 

然
り
或
は
搾
取
を
論
瞪
す
る
に
際
し
て
、
偾
値
學
說
を 

力
資
本
主
義
*
濟
R
於

け

る

餘

剩

偾

値

生

產

の

：鋪

.類

方

：

j

引
合
に
出
す
事
を
.

誤
！
！

で

あ

る

芒

な

し

、

ー

切

の

愤

値 

法
及
び
其
の
_

會
進
化
に
及
ぼ
す
結
果
切
!1
露

並

に

其

|
學
歡
を
離
れ
て
,
生
產
學
說
"
餘
剩
生
嚴
ょ
り
之
を
餌 

深
刻
な
る
分
析
に
存
す
る
。
.余
の
觀
る
所
芯
據
れ
ば
”

繹
せ
ん
ギ
す
る
人
々
す
ら
存
在
す
る
。
其
一
例
を
艰

吾
人
が
マ
ル
>

ス
の
試
み
た
»
剩
價
飾
の
演
繹

^
總
1

|

ぐ
れ
ば
：Ar

l
o
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の
8
に
於
い
て
受
容
す
る
や
否
や
0:
問
題
は
、，
之

に

關i
『l
a

 ?
3
d
u
z

o*ne 

capitalistica』

の
如
き
即

ら
之
で
あ

, 

.
' 

- 

.

::.

.
• 

« 

■ 

.. 

. 

•
:

す
る
マ
ル
ク
ス
の
硏
究
の
大
部
分
の

認
識
價

値

ど

何

等

る
。

....

相
關
連
，す
る
も
の
で
は
な
い
。
，旣
に
し
て
マ
ル
ク
ス
の
■併
乍
吾
人
は
再
び
當
而
の
論
題
に
*:
歸
つ
て
、
ズ
ン

. 

.

* 

.

.

. 

; 

>
• 

..

.

餘
剩
馏
値
說
0
出
發
點
一
^
價
値
の
分
析
を
時
間
^
屈
ゲ
ル
ス
に
做
ひ
、
餘
剩
價
値
に
對
す
る
大
衆
の
偷
现
的 

つ
て
測
定
^
れ
る
、
■人
間
的
勞
働
に
求
め
：

る
一
—

を

認

怨

恨

、
餘
剩
.«
値
を
以
つ
て
搾
取
な
りn

看
做
す
非
雛
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會
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如
何
に
し
て
河
能
尨
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や
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之
等
の
裡
^
這
個
餘
剩
價
値
を
遞
礎
せ
す
る
_現
游
. 

經
濟
秧
扉
：0
存
泣
を
不
可
能
§
也
、
じ

む

可

さ

他

_

經

濟
 

.的

寧

實

，
の

根

據

を

求

.め
_な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
經
濟
的 

.事
®
ど

は

架

も

て

如

何

？

：：へ

へ

窗

.
;'.,
.
'
ぺ

H

x
'^
ル
ス
;^
前
記

の
個
所
に
#
湖
^
て

謂

ふ『

マ
. 

.ル
i

,は
.其

共

齑

主

義

的

要

求

の

根

摅

を

吾

人

の

目

前
 

e
g

い
て
ぉ
々
‘完
了
じ
近
づ
，き

0

>
ぁ

：る

資

本

的

生

產 

方
法
:0
:必
然
的
崩
壞
に
求
め
だ
の
：
で
ぁ
，る』

ど
。
：
此 

昆
解
即
ち
資
本
本
義
^

*
の
事
賞
ょ
力
''
，It
#
主
義
を
' 

備
釋
せ
ん
ビ
.す
る
事
に
_

し
で
：、：.數

部

前

社

#
.
民

主

黨 

の

碰

論

家

の

間

に0

1
し
$
論

戰

が

：交

は3
れ

，

-|
1
:つ 

マ
ル

タ

ス

派

の

流

を

吸

ひ

人

々

，
の
：
間

に

於

い

て

す

ら

财 

著

し

含
:a
解

の

：相

違

の

存

す

る

事

は

恐

ら

く

諸

^

屈

知 

の
«
货
で
ふ
^

余
自
身
.又
此
論
戰
1:
參
加
し
た
の
で 

あ
る
炉
ら
此
論
戰
|.
:
就
.て
此
妝
上
論
及
し
^

い
事
把
す 

る

ノ
(#
だ
次
の
事
實
を
亦
せ
ば
そ
れ
で

5£
分
で
ぁ
る
:;
> 

れ

ち

观

等

の
. P

に
、
.此
傾
換
t
如

何

に

.解

す

可

き
や

に
.

.::
0
0
て
银
_
热
;̂
の
：處_
:0
;«
|
猶

：が

存

す
る
乙

ビ

i,
"

a 

0'

諸
君
が
嫌
し
他
誤
:#
^T

机
た
-
ン
ダ
ル：

ス
の
字
句
を
- 

1

播
■
細
に
熟
,it
反
镫
す
る
'時
は
:>
容
易
に
そ
の
眞
意
.. 

を
了
解
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅVU

沄
ふ
事
を
。
此
の
關
係
に 

I
:

於
いV

、
『

必
然
的1

,

の
意
味
如
何
？
資
本
主
義
生
產
方
.

.
法
ゆ
崩
壊VJ

は
如
何
？
此
章
句
は
®
人
を
し
て
、‘
不
可
：
 

I

避
的
經
濟S

®

壤
ノ 

|大
經
_
_的
_
裂
、
資
本
主
義
生 

|
:
:

產
方
法
を
基
礎
^
す
る
社
會
組
«
の
:.
ー
 

大
侦
墩
の
事
賞
.
. 

I
:

を
漶
起
せ
し
め
、
か
く
て
■

種
の
聯
合
を
想
起
せ
し
む 

I

る
。.
今
假
り
に
：此
崩
壤
の
必
然
性
が
論
證
？
れ
た
に
し
.

\
て
4

果
.し
て
此
事
; «

は
科
學
的
に
論
說
せ
ら
れ
得
る

も
‘
 

j
の
で
あ
る
か
？
或
は
寧
6

そ
は
多
か
れ
、
少
な
か
rb
M
 

一

ゆ

る
一

個
の
假
說
R
過
ぎ
な
い
も
の
で
は
な
い 

か
？
®

:^
資
卒
セ
義
生
產
.方
法
崩
壤
の
事
實
ょ
6
、

}|
(
1會
虫
義
の
#
學
的
必
然
性
a
隹
中
る
も
の
で
あ
る
‘ 

か

::
?
之
等
s

«

^

®は
；@
人
が
社
#
生
_
の
科
^
性
を 

碰
足
せ
ん
ど
す
ろ
場
合
に
必
ャ
そ
(/
),
眞
義
を
砌
叫
し
X

®
:か
：相
‘

ぬ
i
趣
1
先
：る
。
/ 

1
;
_

の
應
^

^

«驗
'
:
. 

並
“ 
§

§

m

M

3
 W

K

に
示
瞪
す
备
所
は
資
本
丰 

義
：生
：產

方

法

が

從

來

'0
生
.诡
‘方

法

度

向_
に
.可
：雪

で

.へ 

あ
：
る

せ

言
“
事̂
で
あ
る
。：

乍
去
.
.吾
、へ
當
面
の
.問

題

は

.這 

個

の

終

焉

が

果

し
t
鐵
に
終
る
ち
の
.な
る
や
此
崩
壤： 

は
®
め
て
近
^

^
來
に
期
待
^
る
可
啓
も
の
な
る
や
、

斷
乎
ど
し
て
L—

無
遠
，慮
U
,言
へ
ば——

：

聲
W
し
た
、
. 

即
ち
斯
.の
如
き
法
則
は
存
立
1
る
も
のV

は
な
く
、
そ
’ 

の

根

據

學

的

で

あ

：る
、
：常
：!;
該
綱
領
餌
ょ
b
抹
消 

せ

ら

，る

可

き

で

め

る

ど

。

余

の

聞

知

す

る

所

に

し

て

^
 

に
！！

無
{
ば

、

當

.時

此

語

法

を

承

認

す

可

き

や

否

や

に 

關

し

：て

、

；

多

：く'の
：
勇

敕

な

；
る
_

士

の

間

に

內

註

を

蔬

き

並
^
之
は
.
必

然

に

社
#

*
義
にM

 
く
も
の
な
各
や
^
や；
\

起

し

：た|

乍
併
遂
に
液
認
さ
る
る
.に
到
っ
_た
。
今
"

ざ
^
ふ
蕻
で
'*
:る
。
此
等
の
間
題
に
對
し
て
社
會
主
義
. 

者
の
與
え
た
る
*
答
•は
極
め
て
多
種
#
機
で
あ
る
0
 

’此
事
實
は
II
:

.#
主
義
者
が
社
#

*

*の
論
證
の
た
め 

U
企
て
於
各
澈
の
假
.說
並
に
.推
論
：！̂

じ
ぼ
も
.
^
1
« 

で
あ
.る
^

^

'ラ
ッ
サ
ル
レ
が
其
運

.動
0
麗

V

し
た
：
 

賃
銀
®
則
，の
a
命
を
想
起
す
"る
。
.：惟
ふ
に
.諸
般
の
_

:

:學
說
中
1

鐵
則
程
熱
.烈

の

信

仰

を

享

杠

务

0

1
作 

稀
で
あ
る
"
此
法
則
は
：̂

客̂
間
，
';
'
:
'
近
'世
勞
働
*
動
の
：
 

M

i

t

f
 

>

勞
鋤
述
.

§
韋
：越
せ
ゐ
>
忠
，實
な
.る
_
+
^

卬
れ
。：，.管
：て
.余
は
：：
 

第

于

八

傘

2

Q
棄

〕

0 

0

)

d
^
-
.
n 

J
/
: 

. 

ノ 

/
T 

.VK 

，フ
“
m

< .
 
/ 

/:
 
i rnv 〜

J
/ 

メ* 

I
.

!■
 

「

：

.
：
.
.

;
'
.
'
.

■■'
:

.
,
:■
:■ 

:

I

此
法
則
.は
.旣
に
征
服
せ
ら
れ
た

も
の

/

看
做
さ
れ
且
伞 

\

の
滅
.る
.，所

に

由

れ

ぱ

相

當

以

上

に

：征

服

せ

ら

れ

て

し

ま 

一

つ
.

た

。

そ

し

て

今

日

最

，早

何

人

も

之

を

| :
1

に
.す

る

も

の
 

I

は

無

く

な‘
.つ
，：た

。
，
.吾

人

は

铤

に

贫

困

說

ミ

稱

す

る

見

解
 

j 

I

勞

働

者
0
經

濟

的

埤

位.は

資
#

の

發

達

に

雄

：
 

一.
れ
.て、
必然的：

惡

.で
な
6

，ヽ
蕩

ミ

な

：る.

皮

言

ふ(

見
' 

解

f

に
鼢
て：

考
察
'し

て

見

度

©
ふ
。
此
見
解
は 

:
.t.
-r
c

^

ぜ̂

：ら

れ

、

：

、
且

文n

M
科

學

的

根：f

 

.

f令 

か 

I

f

t

s

i
 

^

s

s

言
¥
:中
柃
素
明
脉
&

れ
、
，
a
家社*
*
義

時

代

獄

.的社脅主

'義は

'如何

|;
1
て可_介りや

 

i
九



:
$
,:A
f 

<'_
_
o六
.

0
.
)

雜

:

錄

：

科
：學
的
：社
會
主
煞

妗

探

霜

道

^
農

泠

|

併
乍
今
日
は
於
1>
て
ほ
夂 

;馘
に
拋
棄
さ
.れ

;%
;0
未
つ
：̂

?が
‘ぐ

そ

エ

業

：及

：
び
.農

業 

:の
發
達
の
並
行
、
靠
家
噃
級
の
瓦
鐵
並
に
勞
働
分
化 

0
廢

池

：等

に

關

す

る

見

*
^
—

即

ち

科

學

的

稂

據

を

育
 

ず

る

ヒ

着

做

迖

れ

て

ゐ
^
之

等

，
の

華

說

は

悉
^
>

m

»

k 

:

0

す
る_

_

菩
人
は
誇
張
の

.
1

1
2

^

弄
す
る
も
.の
で
は
な 

い
が
-

—
—

冬

の

で

<5
^

>
緦
は
部
分
怕
眞
砘
を
有
:#
'6 

に

'1
^
な
：い
，％ 
の

で

.*
石

.°

‘

ス

遮

：集

部

分'的
*

理
.は
*
本

的

誤

謬

ょ

，々

科

：學

に

對

し 

て
却
て
一
層
火
な
る
禍
'を
霄
ら
,
も
め
，で
ぁ
ゐ
<;
;
°
前
.述 

の「

如
ぃ
吾
人
:
^

:、：

舭
會
瑰
象
に
對
す
る
代
表
的
社
會
主
：
 

義
苕
仍
見
解
の
&

化
一
^
其

れ

に

後

れ

ぼ

午

^
ゲ
ル
ス 

、
の

所

謂

科

學

的*
會
9£
義

の

他

の

擁

據

な

る
.唯
：物
4!
1
觀 

も

亦

其

使

命

を

盡

じ

て

し

克

つ

^
も

内
^
添

名

^
—

に 

‘
f

:

ビ

令
®

:A
戏

恐

ら
.ん

.社
#
虫

*

の

科

學

凝

產
 

0

,*
葉
^

»
和

背

ざ
.冬

を
#

ま
.い
;;
0
:
<今
|
5
は̂

、

ふ
一
，
方
 

:

嫌

際

的

運

、動

の

方

面
■

い
て
一
、W:
會
.主
：義

顏
■

11
ダ
.3
.
.I:
し
-て
^

能

な
-り
'や
.
 

第
^

號

；

一

五

0.

:

吾

人
®
目

前

ほ

攝

頭0
、
，殆

ん

ぎ.各
.國
.の

社
#
.■
が
®
 

む
其
.成

果
^
收

め

、

勞

働

運#
が
.漸

次

其

地

盤

を

獲

得 

•1
>
、
堅
.實

に「

そ

の

、特

定

自

標̂
向

：..つ
：
て

邁

進

し

>
其

架

求 

:
へ
を
層.一
層
”明

白

に
.揭

げ

て
®
る

の

を

認

め

る

に

：反

し
、
’

. 

I:

他

方

科

學

：
の

方

而

に

於

い

て

、

«:
會

主

義

は

そ

の

现

論
 

「

0
ょ

：$

大

な

る

絲
-

の
；代
む
に
、：

分
级
を
蒙
け
、
I I
:

會 

I

ぺ
虫
_

の
；理

論

的

代

表

者

の

間

に

：は
：、

.
信

念

：の

代

に

、 

j
:

懷

疑

ど

散

逸

：の

度

の
‘漸

次
^

厚
S
な

り

つ

つ

*
へ
る
を 

I

認
^

る

巧

斯

の

如

く

.；

】
：

方

が

毫

も

他

方

を

妨

げ

る

も

の 

.

非

ぎ

ぎ

こ

どg
鑑

ギ

ど
K

1

般
に
ah
會
主
義
d
科 

.學

ご

の

：間

~

に
»
,
し

て
密
接
な
る
內
的
«
係
の
在
存
ず
る 

へ：
 

'や
杏
や
、
.
.
.
科
學
的
社
#
主
義
は
架
し
て
可
能
な
る
や
盃 

i 

:
|
隻
纪
科
學
的
社

會

生

義は
一
般
に
必
然
な
る
や
朽 

や
.の
.問
題
.に
逄
着
せ
ざ
る
を
#
な
.ズ
な
る
.
o 

.

」
:

此
問
題
が
^
⑽

め
て
提
起
3
れ
た
も 

「

©

m

ば
い
け
な
い
.。
睐
に
.他
の
國
々
に 

■■
.
,

於

^
て
、
卓
越
せ
名

’
人々
が
之
等
の
m

硏
究
し

、

轉
^
者
‘

(

佘)

'も
亦
«
に
數
年
前
此
間
題
.に
多
少
乍
ら
論 

及
し
た
。
乍
併
前
述
0
如
ぐ
：此
問
羅
は
遂
_
適
切
な
る 

槪
姑
を
得
る
^
は

到

ら

な

が

ク

た

ギ

,

■-:

ぐ 

，今
此
處
に
他
の
方
面
か
紀
^
例
私
弘
卜
こ
ビ
を
許
じ 

て
貰
ひ
度
：

S.

。
ぃ

十

八

世

紀

の

：啦

既

，

锊

學

の

犮

面

は

眞 

に
：
異

說

紛

泠

た'

の̂

狀

態

で

ぁ

っ

：で

、

諧

思

想

家

0
眞 

意
を
解
す
る
に
苦
し
む
'の
有
#

で

ぁ

，
つ

だ

^
'

一

 
"
セ

八

一 

年

ダ
r
v 二
メ 

r

ル
，
：
ビ

は

：
力
：

.

v

ト「

は
*
純

粹

理

性

：批
，判

を
. 

，以
て
：現
は
れ
拕
。
彼
の
第
一
の
目
的
比
，
辨
學
の
可
能 

な
る
任
務
に
對
す
る
_
意
識
並
ね
现
性
的
思
索
の
限
界 

の
認
識
を
訓
ふ
る
f

#

し
^
?
該
書
は
そ
の
雛
解
な 

■る

-文

體

並

序

文

の

た

め

妬

殆

ん

ぽ

理

解

さ

れ

な

が

っ

ぃ

た 

が
故
に
，
彼
は
ー
七
<
三
年
"其
喷
心
想
想
を
"
理
解
に
：
 

容
易
^
る
形
式
で
.：

『

科
學
皮
し
て
成
觉
し
得
可
き
#
來 

0
,形
而
.上
學
入
門』

ビ

題
す
る
小
著
の
中
に
®
き
下
ろ 

衫

お

？

本

書

！

2
於
い
て
，
^

^

ね̂
、
：：先
づ
必
耍
び
る 

,說
_
を

試

み

た

る

後

、
：
：
一
一
個
の
：問

題

を

，
提

起

し

之

.u

»

:

し
雇
利
0
る
撫
急
分
析
怒
以
泊
答 < 
た
1
第
-
0間
題
：
 

形
而
^
*
.
1
般
は
如
何
に
,1
.
で
：.可
能
«
る
や 

.第

：

1

にE

ぐ
，，
科
學
i

无
の
形
而
土 ：
學
は
如
何
に
し 

:

て
可
能
な
る
や
？ 

s 

V

余
は
信
ず
プ
大
哲
學
者
0
這
般 

の
典
型
は
、
：吾
人
が
#
面
©

©
題
に
«
し
滿
足
す
可
き 

解
®

k

»達
す
る
仗
め
に
吾
人
：®
企

^
可

き

究

明

に

對 

し
てK

個
の
指
針
.̂；
與
ふ
る
も
の
で
あ
る
勿
論
吾 

人
は
»
に
^
從
盼
に
"
ヵ
ン
トw

同
様
の
形
式
に
依
つ 

T
lt
題
を
提
起
せ
ん
炙
す
.る

i
の

で

は

な

い

。

否
拿
ろ 

吾
人
は
.吾
人
の
問
題
-
す
る
.'對

象

の

性

質

に

問

題

を

適 

應

せ

し
め
G
け
れ
：ば
な

らg
。

乍
併
®
人
.は

又力
f

 

同
檬
の
批
判
的
精
神
に
做
つ
て
、
'
.而
も
一
切
の
现
論
. 

的
思
惟
の
®

^
に
流
る
る
«

疑
論
並
に
a

て
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収
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に̂

重
.要
«
る

關
,'
こ 

係
^

^
:?
>
.の

は

特

定

の*1
-
會

秧

序

；の

觀

念

に

結

び

付

.い
：\ 

ヤ

居

名

も0
の

み
1?
あ

名
タ

之

等
'の

解

答

は

1::1菌
領

に

.

\ 

分

別

：さ

れ

るo 

‘即

ち

或

は

謂

，ふ

社
»

^
義

ぎ

は

特

迸
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又
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狀
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滴
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